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事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

復旧延長　Ｌ＝85.2ｍ
　鋼矢板工　　　　Ｌ＝113ｍ
　平ブロック張　　Ａ＝761ｍ2
　根固工　　　　　Ｎ＝95個
　工事用道路盛土　Ｖ＝4470ｍ3

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

　鈴
すず

恭
きょう

組
ぐみ

辻　智仁
つじ　ともひと

推 薦 理 由

　本工事は、二級河川敷地川において、令和5年6月の台風2号により被
災した護岸を復旧するものである。現場は太田川との合流部より上流
300ｍに位置し、広い流域を持つ一方、低水路幅が狭く、降雨によって
水位が大きく変動する特性から、施工が困難な環境である。このよう
な条件下においても、出水時の安全対策や適切な工程管理により、無
事故で工事を完成させており、以下に示す受注者の取組は、他の模範
となるものであり、本工事を部長表彰の優良工事部門に推薦する。

【出水時の対策及び対応】
・高水位より高い位置に重機の退避ヤードを設置し、施工中は上流の
観測所による水位および雨量データを常時監視。出水が予測される際
に、資機材の的確な退避ができるよう、安全を確保した。
・仮排水(コルゲートパイプφ1500)の設置に際しては、大型土のう等
を用いた流出防止対策を実施し、出水による被害を最小限に抑えるこ
とで、速やかな作業再開を可能とした。
【工程管理】
・令和6年の渇水期内に両岸を完工する計画のもと、施工量の多い左岸
から着手したが、出水の影響により工程が遅延し、左岸の渇水期内完
工が困難となった。この状況に対し、速やかに工程を見直し施工量の
少ない右岸に仮設工を付替えて施工した。結果として右岸は渇水期内
に完工させ、左岸も翌渇水期に無事完了するなど、的確な工程管理と
柔軟な現場対応を行った。
・当初設計では現場製作となっていた根固めブロックを、二次製品に
変更することで工期短縮を図り、出水被害のリスクを低減した。
【ICT技術活用による安全性及び生産性の向上】
・企業努力としてICT土工を導入し、起工測量や丁張設置といった現場
作業の負担を軽減し、設計照査や仮設計画に3次元データを活用するこ
とで業務効率を向上させ、週休二日制を実現した。

袋井土木

優良工事

令和５年度［第３５-Ｂ４０４７-０１号］二級河川敷地川５年災害
復旧工事（５年災査定第116号）（護岸工）【11-01】

令和5年11月9日 令和7年3月13日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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写 真 等

矢板護岸工が低水路に向け座屈し、上部の法覆護岸工が崩壊

【完 成】下流より上流を望む【着手前】下流より上流を望む

（二）太田川
（二）太田川

（二）敷地川（二）敷地川

【資機材退避ヤード】

【上流の水位観測所の監視・データの蓄積】

【コルゲートパイプの流出対策】

【ICT建機による施工】

大型土のうを側面設置し、ワイヤーで緊結

【出水による工程の変更】

左岸の施工量は渇水期中の完了は困難と判断し、小規模な右岸を優先

工事用道路の付替

【二次製品の採用】
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優良建設工事表彰　　表　彰　事　例

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

推 薦 理 由

　清水港管理局では現在、新興津地区において海洋レクリエーション拠点の一つとな
る「海づり公園」を静岡市からの受託のもと整備しており、本工事はプレキャストコ
ンクリート部材を海上運搬・据付し、現場打ちコンクリートにて基礎杭と一体化した
桟橋構造の上部工を構築する工事である。
　海象条件の影響を受ける難易度の高い現場条件であったが、受注者は適正な出来
形・品質を確保するために各種取組みを提案し、工事を無事故で工期内に完成させ、
かつ構造物の出来形、上部コンクリートの品質ともに優れていた。
　受注者が実施した以下の取組みは他の模範となることから、部長表彰の優良工事部
門に推薦するものである。
①ICT測量の実施によるプレキャスト部材据付
　プレキャスト部材及び下部工（鋼管杭）を３次元データを作成した上で据付のシ
ミュレーションを実施し、据付の効率化や出来形、出来栄えの向上に努めた。
②海上におけるコンクリートの品質確保
　場所打ちコンクリートは、約200ｍのコンクリート圧送が必要な海上部に位置し、
遮蔽物がなく風の影響を直接受ける悪条件であったが、生コンプラントを交えて立案
した打設計画を着実に履行するとともに、散水車による湿潤養生を実施したり打継ぎ
目への防水処理を施すなどコンクリートの品質を確保した。
③海中への転落・墜落災害防止における安全対策
　プレキャスト部材据付後の作業で海中への転落・墜落災害を防止するため、単管手
すりやクラウドカメラを設置することで安全作業に従事し無事故・無災害にて工事完
了した。
④新興津事業安全協議会への参加
　新興津地区では海づり公園のほか、小型船だまりや人工海浜緑地など近接・輻輳工
事が多いため、発注者と関係工事会社による新興津安全協議会を設置し、月1回の頻
度で工程調整・情報共有を行っている。当社は工事期間中、協議会長として会の運営
を行い、新興津地区工事全体の無事故・無災害に貢献した。
⑤地域住民とのコミュニケーション
　地域の清掃活動へ積極的に参加し、コミュニケーションを図ると共に建設業へのイ
メージアップを図ることができた。
⑥建設業労働災害防止協会が定める指針に基づく安全衛生教育の実施
　工期内に当社で、専門機関「建設業労働災害防止協会」が実施する「建設工事に従
事する労働者に対する安全衛生教育」を受講した。これにより受講者の安全意識の向
上が図られ、本工事現場内の安全対策にフィードバックすることができ、無事故で工
事完了することができた。

清水港管理局

優良工事

令和６年度［第３６-Ｗ６６６１-０１号］清水港
海づり公園施設整備工事（新興津海づり桟橋上部工）

令和6年10月1日 令和7年3月17日

・施工延長９６ｍ
・上部工　ブロック運搬据付２４個
・上部工　場所打ちコンクリート１式

鈴与建設（株）

栗田　篤志
く り た あ つ し



様式-1

写 真 等

着手前 完成

⑥建設業労働災害防止協定

③転落防止対策（安全通路設置）

①ICT測量（スキャナー）によるプレキャスト部材据付けシミュレーション

※下部工（鋼管杭）とプレキャスト部材さや管の離隔が均等（精度向上）

②コンクリート品質確保 海上200ｍ先まで水を供給し湿潤養生の実施・プレキャストと場所打ちCo打継

③クラウドカメラの設置

④新興津安全協議会の進行及び安全対策の取組み

⑤地域コミュニケーション
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事務所

部 門

工 事 名

工 期 ～

工 事 概 要

受 注 者 名

技 術 者 名

復旧延長　L=55m
 鋼矢板打込み　N=111枚、鋼管杭圧入　N=55本
 タイロッド工　N=28組、笠コンクリート工　L=55m
 パラペット工　L=55m、根固めブロック　N=99個

株式
かぶしき

会社
かいしゃ

　中村
なかむら

組
くみ

冨士見
ふじみ

　飛鳥
あすか

推 薦 理 由

　本工事は、二級河川馬込川の災害復旧工事において、異常出水によ
り被災した護岸を復旧するものである。
　受注者が実施した以下の取り組みは、他の模範となるものであり、
部長表彰の災害復旧部門に推薦する。

１　工程調整と工期の短縮
　現場は河口部に位置し、潮位や波浪の影響を大きく受けるととも
に、被災した既設護岸のコンクリート塊や中詰材が河床に散在する
中、これらに対応すべく施工実績の少ない特殊な工法の実施、かつ１
年半に及び長期間の工事にもかかわらず、事故なく休日の確保も行い
ながら工期に余裕をもって工事を完成させた、

２　I-constructionの推進・技術力向上
　受注者はI-constructionの推進にも積極的に取り組み、現場付近の
点群データの取得、3Dモデルの作成、ARを活用した広報、NETIS登録さ
れた杭管理システムの活用による鋼管杭打設精度の向上、省力化を
図った。また、自社の新入・若手職員や等を対象とした現場見学会を
複数回開催するなど、若手技術者の育成・技術力向上に努めた。

３　安全対策及び施工管理
　現場付近は普段から釣りやサーフィンの愛好家らが多く訪れ、一刻
も早い護岸復旧と第三者への安全対策が同時に求められたが、近接工
事受注者との連絡会を定期的に開催し、課題等を共有するとともに、
施工ステップごとに第三者に事前周知して仮囲いや駐車スペースを適
宜設置したことで、第三者からの苦情もなく円滑に工事を終えた。

浜松土木

災害復旧

令和５年度[第35-B4832-01号]二級河川馬込川４年災害復旧（過）工事
（４年災査定第317号）（導流堤左岸下流）

令和5年7月13日 令和7年1月15日

優良建設工事表彰　　表　彰　事　例
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写 真 等

着手前 完 成

被災状況

特殊工法による鋼管杭圧入 杭管理システム

第三者への案内

3Dモデルの作成

休日の確保 現場閉所率32.1%

杭打設位置がリアルタイムで確認可能

既設護岸の倒壊、中詰材の流出状況

施工状況


